























1. ベンザインとイソベンゾフランの連続的環化付加反応 1, 2)	
	 まず，ベンザインをジエノフィルとして，ジブロモイソベンゾフラン1 をコアとした多成分連反応によってポ
リアセン骨格の構築を行った。すなわち，テトラブロモベンゼン2 とイソベンゾフラン1 のトルエン溶液に–15 °C
で n-BuLi を作用させると，2 での選択的な臭素–リチウム交換を鍵とするジブロモベンザインの発生の後に環化
付加反応が進行し，環化付加体3 が得られた (Step 1)。次に，3 に n-BuLi を再度作用させて発生させたビス–ベン





への変換を行った。すなわち，環化付加体4 に対してテトラジン5 を作用させると，連続的なDiels–Alder 反応と
逆Diels–Alder 反応が進行して，ビス–イソベンゾフランA が発生するが，これをフマロニトリルで捕捉すること
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2. エポキシナフタレンとイソベンゾフランの立体選択的環化付加反応 3) 
	 次に，エポキシナフタレンを多成分連結反応の出発物質として利用し，置換ペンタセンの合成を図った。まず，
エポキシナフタレン8 とイソベンゾフラン1 の反応を行った。すなわち， 8 と1 のトルエン溶液を 110 °C で加
熱したところ，反応は立体選択的に進行し，syn-exo 体9A を選択的に与えた。 
 
  
	 このようにして得られた syn-exo 体9A の二つの臭素原子を足掛かりとして骨格の伸長を行った後，イソベンゾ










比の平均値は、µh / µe = 0.013 / 3.3 × 10–3 cm2/Vs，Vthh / Vthe = –4.8 / 58 V， Ion/offh / Ion/offe = 3 × 103 / 2 × 105であった。 
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    CHCl3, 25 °C
1) LiI, DBU




























9A (syn-exo) 9B (anti-endo)8 1














    toluene
    –15 → 25 °C
9A
2) 5, fumaronitrile
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